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終漁期の　サ　ン　マ　に　つい　て

Ⅰ　卵巣に関する二　▼　三の観察

堀　　　義　彦・高　橋　　偉∴闇　村　和　子

本邦太平洋側のサンマ漁業は集魚灯利用の棒受網漁法によって，8月から12月にかけて行われるのが主

なものであわ，例年北海道東方海域にはじせって，次第に南下し，12月には常紫海域に遷して終漁となる0

この期間に漁獲されるサンマは1958年代後半から’50年代初期にかけて40～50万トンに連したが・

最近数年は28万トン台に減少し．1988年は15万トン，19占9年はわずか5万トンであった〇

一万，最近のサンマ研究は東北区水産研究所を【・ぎ二心！てして，関係各機関による組織研究となり，情報・資

料の交換，調査方法・問題点の討議が表され，同時に多くの重要な研究が発表されている0

著者等は地理的条件から，主として漁期後半に漁獲されるサンマの調査を行っているが，昭和42・同

45年に採集したサンマの二・三の観察結果を報告する0

本論に入るせえに，標本採集・測定に魅力していただいた当水試資源部の諸氏，本調査実施の機会を与え

て下さった当水試前場長・岡田立三郎氏，本報告の校訂をお願いした現場長・斉藤不二彦氏，以上の方々に

感謝いたします。また，北海道釧路水試・内藤政治氏，千葉県水試・安原宏氏には卵巣の標本を送っていた

だいた。そして，当研究に零した費用は「全国サンマ漁業協会」におうところが多い・あわせて深謝いたし

ますむ

材料および方法

本報告に用いたサンマは昭和42・45年に棒受網漁法で漁獲され，主として10月から12月に葬娩県

那珂湊港に水揚げされたものであるロを義㍉卵巣卵の観察に供したサンマのうち魚体の大きいものは8月か

ら9月に採集したものが多く，北海道釧路港・千葉県鴨川港（5月，定置網）で採集したものも含まれてい

る。

採集は入港船1集について10D尾で，1日1～4集について行い，採集数は昭和42年が約800C尾

・同45年約5000尾である。採集魚は1□D岸の体長と体重を測定し′さらにその測定群ごとに大（B

L：290m以上）・中（RL：24．0～28・9‘Ⅶ）・小（召L：25・9‘Ⅵ以下）の三塾に旗別し，型別に

解・耳石・性別・生殖腺重量・脊椎骨数をどを甥察したD型別の調査局数は各々50屠以内である0

性別判定に用いた生殖腺は，重量測定後10痴ホルマリンあるいはブアン液で固定L・適宜卵巣卵の観察

に供した。検鏡標本はP訂affin法で作製し，厚さ蛙10ミクロンで・染色はDe】afields baemat取－

ylinとe（，Sinの二重染色とした○
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観　察　結　果

1卵巣重量について

卵巣重量の測定結果を述べるせえに漁期後半（10－12月）のサンマの体長組成と魚体の大・中・′j、

各型について述べる。

10月から終漁までの体長組成を，

体長1r¶間隔の旬別組成として示し

た（図1）。42年．45年の漁期

中のモードの変化は少ないが，両年

を比べると異をってお力，昭諸口42

年のものが25～27mモードで，

翌45年は25～24rT汀であった。

また，両年とも10月に58m前後

のものが数名泡推されていた。

菅間（1957）はサンマの耳石．

の観察結果から，太平洋側を南下・

北上するサンマが春生れと秋生れの

二系統群で構成されているこ．・十を報

告し，堀田（11960）・掟辺

（19占占）は系統群ごとの年令と

生長を報告している。これらの報告

に従えば，漁獲時の体長で25・、′

2■7ir　‾■一江ヽわゆる車型魚は容．去れ系

統の1．5年魚であり，体長24m以

下のいわゆる小型魚は秋生れ系統Cり

1．0年魚に相当し，10月に混壊さ

れていた体長50m前後のいわゆる

大型魚は秋生れ系統の2．0年魚か，

春生れ系統の2．5年魚（特大型魚）

に相当する。そして，漁獲サンマに

これらの体長を量■「はめると，昭和

42年の漁期後半の漁獲サンマは春

生れ系統の1．5年魚とモカ，45鑑

のものは両系統群の分岐点にモード

があう‾r．中・小型魚半々となる。

19　8　7

22　ク4　　　2b　　28　　　5D　　52
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19　8　8

22　24　　2占　28　　50　52

図1　　サンマ旬別体長組成



－11－

なお，大型魚は両年とも少ないが，耳石の形態からみると．大半は秋生れ系統の乙▲0年魚で，稀に春坐れ

系統の2．5年魚と思われるものが観察された。

ここでは大型魚の体長を290m以上，中型魚を25．5～279m，／J、型魚を25．0の児以下として扱い，

それぞれの漁種目別平均卵巣重量を示した（図2）。
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図2　　冬型の平均卵巣重量

漁樺サンマの示す卵巣重量は大型魚の小数例を除いて，大半が1・0㌢以下で，大型魚は0・4～D・8タ・中

型魚は0，1～0．5才の範囲にあわ，小型魚は0．1㌢前後であった。大型魚の平均卵巣貢量は漁獲日によっ

て変化が大きく一定していなかった机測定尾教が少ないためとも考えられる。中型魚は11月中旬まで

両年とも似た値を示していたが，11月末はやや異な力，45年の方が低く，むしろ横ばいであった。こ

こで問題となるのは両年の体長モー・ドが異なっていることであわ，両年の卵巣重量がやや異なるのはその

ためとも考えられる。例えば42年の10月中旬の高い値を示した例払大型魚のなかから旗別した中型

魚にみられたものであわ，このような事実は南下サンマのなかの個々の集団の等質性を示しているように

思われる。小型魚はすでに述べたようにロ．1㌢前後で．45年の例（図2）で示したように，ほとんど碩

ばいか，微増であった。

2　卵巣卵の組横形態について

主として漁猪サンマの多く
卵

が有している1才以下の卵巣巣　nd

卵を観察した（図5）。フ巨か，重

ここで用いた各Stageの呼くり

称は山本（1954ノ5占）

の報告に従った。
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図5　供試魚の体長と卵巣軍
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1・8㌢以下の卵巣に含まれている卵巣卵のStageは．すでにMatura．tion Btage（Pl．＿2．

彪7）に達しているものもあったが，多くはyolk Btagl∋あるいはyolk ve8jcIe stage

（P1．1，彪2）までであわ．1㌢以上ではmatu】ratioll Stageに連しているものが多かった。

Ripe egg　8tage（PL．2．瓜8）に適した卵の観察された卵巣の劇、重量は1．8gであった。な

お，yOlk Stageとmaturatio】1Stageの中間の段牌であるmigratOry ntlCle118

且tage（PI．・1，席5）およびpre－matur乱tion stage（PL．1，彪‘）は，その変化

が短い期間に進行するためか，供試個体が少ないためか，それぞれの段階までの卵巣を観察できなかった。

プレパラート上で軌定した各St乱geの卵径を図4に，ホルマリン固定の卵巣内卵粒の最大径とその切片

＿上の最大径を図5に示した。
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図5　最大卵径の比戟
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1才以下の卵巣の冬型別の観察結果を述べる。

大型魚：primary yolk Stage（PL．1，彪5）はD・5タ台からみられ，Secon‾dary

yo】k Stage（PL．1，彪4）は0・5～0・8才で観察された，しかし，45年のものは低い段階のも

のが多く．0．8g前後でもyolk vesiele stageの段階のものがあった○

中型魚：両年とも卵巣重の増加とともに進んだstageが観察されたが，大型魚の出現傾向と比較する

と．低い雲量で各8tageがみられ，0，2ダ台でprimary O・5㌢台でSeeOndaryが出現し，

ロ．87台ですでにmaturation stage　に遷した卵巣卵が観察された。

小型魚：0．1㌢前後でyolk vesicle Btage，0・2才前後でyOlk stageの卵巣卵が認め

られた。

●

1レ

論　　議

体長測定結果によれば，42・45両年ともに大型サンマは少なく一　中・′J、型サンマが漁獲主体であったD

しかし，42年のものは春生れ系統の1．5年魚で問繹ないとしても，45年のものをどのように扱うかは問

題があろう。春生れの中型魚と秋生れの小型魚は，発育段隅が異なっているとされ（北水研・北水試，

195り，春生れ系統の成魚であれば翌春産卵して，その秋の南下期にはほとんど出現しないであろうし・

秋生れ系統の未成魚であれば翌年秋の南下期には大型魚として漁獲されることになる。今後とのような体長

のサンマが漁獲主体とたることは稀であるとしても，全体との関連にかいて十分な検討が必要であろう0

従来，サンマの生殖幌について払その重量・卵巣卵径・同卵数などについて多くの都営があるが（久保

，54．Hatallaka・5°．′J、遠，58など），卵巣卵の組織形態に関する報告はなされていなかった。本報

告では主として南下期のサンマのそれについて観察したが，その結果によると．卵巣内の卵は冬型とも

yolk vesicle stageあるいはyolk stageの初期の状態であれ卵径と卵巣貫が急増する少

し前の段階と推定され，各型とも似た段階といえそうである。ただし，このことは各塾の出現傾向を考慮す

れば，産卵期などに関する従来の知見と柔盾するものではない。

小林等（19－58）の研究によれば，南下期の秋生れ成魚（大型魚）は，東南を目的とした生活から産卵

の準備期へと変化し，変化後は漁獲し難くな少，その時期は遅い年でも10月中旬であるとしている○このこ

とは，大型魚の生活のリズムが大きく変化しないかぎカ，漁期半ば以降大型サン‥マが漁獲対象にならないこ

とを示しているが，さらに小林等（1968）はその変化の指標として，小達（1958）の卵巣の肉眼観

察による成熟段階の報告と，大型魚の漁猿傾向から，卵巣重量0・5才以上のサンハマが群全体の50舜以上に

なったときとしている。小達（195りは0・5～1㌢の卵巣を近い招来急な成熟が推定される段階と述べ

当観察でも同様の傾向が認められた。ここで，中型魚の卵巣卵の組織段階をみると，〇・4～〇・7㌢が大型魚

の移行期の卵巣と似ている。つま少，体長2dm前後のサンマにも大型魚と同様の生活の変化があるとすれ

ば，大型魚のそれよカヤや低い0．4才前後から移行するものもあると推定され，42年の例では11月末と

なる。

中型成魚の卵巣重量は漁期半ば以降でも大半が0・2～0・5㌢であれ観察結果からみても早い時期に生活
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の変化があるとは考えられない。しかし，終漁まじかでも，その生活に大きな変化があるとすれば．漁期後

半の中型サンマの漁獲傾向を予知するめやすになろう。ここで述べた推定は，中型サンマの示す生活の段階

ごとの特徴をいろいろな面から具体的に把握することによって明らかとなろう。

’要　約

1・昭和42・45両年の漁期後半に採集したサンマの観察鮭栗を報告した。

2・両年とも漁期後半の漁獲主体は中・小型魚で，大型魚は少なかった。モードは42年が大きかった。

5・漁獲サン‥マの卵巣重量は1タ以下が多く．型別の傾向は大型魚0．5～0．8才で一定せず，中型魚ロ．1～

D．4㌢で漸増，小型魚0．1才前後で横ばいであった。

4・南下細のサンマの卵巣はいずれもyolk veBicle Stageかyolk stageの卵巣卵が出現し　取

はじめた段階で，熱度の進行が急になる前の段階であった。

5・大型魚と中型魚の卵巣を比較すると．後者は前者よカも低い重量で同一Stageの卵巣卵が観察された。

占・体長26珊前後のサンマの生活が，索餌期から産卵準備期に移行するときの卵巣重量は0．4ダ前後と推

定され，漁期末に移行する可能性もあると考えられた。
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